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私は、「日本のくだもの」の副読本を読んで、日本中でくだものが作られていることにびっくりしました。寒い地方は、リンゴの産地が多く、あたたかい地方はみかんの産地が多いこと、また、くだものによって旬の時期がずれているので、一年中、おいしいくだものを食べることができることがわかりました。

私の住んでいる出水市は、あたたかい地域なので、みかん農家がいっぱいあります。物産館に行くと、いろいろな農家のみかんを試食して選ぶことができるのでよく利用します。私のお気に入りは、「宮脇農園」のみかんです。

私はみかん作りのことをもっと知りたくなって、宮脇農園をたずねました。みかん畑を見ると、オレンジ色のみかんと緑の葉っぱがとてもきれいで、大切に手入れをしていることが分かりました。できたみかんをとるだけではなくて、一年中、いろいろな作業をしているそうです。特に大変なのが摘果だそうです。小さいみかんをとってしまうのはもったいないと思いましたが、そうすることで、おいしいみかんができるのだそうです。

農薬についても聞きました。農薬を使ってから、一定期間たたないと出荷してはいけないというきまりがあるので、日本のくだものは安心なのだそうです。農薬を使わなければ、皮に傷がついたり、虫に食べられてしまって売り物にならないのだそうです。でも、傷があっても味は変わらないということを聞いて、びっくりしました。傷がついたものでもいいというお客さんもいて、その人達のために農薬を減らしたみかんも作っているそうです。食べる私たちが、見た目を気にしなくなれば、農薬をもっと減らせるのになあと思いました。

毎日二百グラムのくだものを食べると、健康にとてもいいそうです。くだものは甘くてもエネルギーは少ないので、おやつに最適です。これからも、食物せんいがいっぱいの、おいしいくだものをたくさん食べて、元気に成長したいです。
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